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愛媛県瀬戸内海沿岸で確認されたフトミゾエビ 
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種の記録 

Penaeidae クルマエビ科 

Melicertus latisulcatus (Kishinouye, 1896) 

フトミゾエビ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR） 

3247．採集年月日：2008年 7月 31日．採集場所：今治

市桜井（桜井沿岸から比岐島の間）．採集方法：小型底

曳網．採集個体数：1 個体（♀）．全長 136.5mm，体長

121.5mm，頭胸甲長 35.5mm． 

種の特徴 

標本個体は体色が淡黄褐色で，正中隆起や尾肢の先

端が褐色であること，第 1 触角の上下鞭がほぼ同じ長

さであること，額角上縁に 10 本，下縁に 1 本の歯があ

ること，眼窩後棘がないこと，頭胸甲の正中隆起は後縁

付近まで伸び，額角側溝は幅が正中隆起より広いこと，

頸溝は正中線に達しないこと，第 3－5腹肢は 2葉であ

ること，第 6 腹節に縦溝がないこと，尾節に 3 本の可動

棘があることなどの特徴により，本種と同定された（林，

1992）．個体は横板が左右 2 葉からなる雌性生殖器を

有しており，メスと判断された． 

備考  

本種は中央太平洋海域を除くインド・西太平洋に分布

するが日本では多くないとされ，太平洋側では千葉県，

日本海側では山口県（稀に石川県）に出現する（林，

1992）．瀬戸内海では岡山県，大阪府などから記録が

ある（佐藤ほか，2005；有山ほか，2006）．本報告は標本

に基づく愛媛県瀬戸内海域からの初記録となる． 
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写真１ Melicertus latisulcatus (Kishinouye, 1896) フトミゾエビ（TKPM-AR 3247） 

南予生物研究会 
–since 1984– 

ISSN 2758-3171 


